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自己
評価

前年度の反省を踏まえた当該年
度の目標

音楽療法の開催回数を
来年度は増やし、より
多くの市民に教室に参
加してもらえるよう
に、創意工夫をされて
いる。ただ、男性の参
加者が少ないため、男
性が興味のあるテーマ
の選定等検討いただき
たい。

介護予防教室は安定し
て実施できています。
現在次年度に向けて奇
数月の音楽療法実施し
ておりましたが別の講
師にて偶数月も実施で
きるよう働きかけてい
ます。

介護予防拠点の新たな
開発も含めて、包括で
は細かい所までの吸い
上げが難しいケースも
あるため、来年度は自
治会長の会議への参加
予定である。様々な関
係機関を活用し、支援
が必要な高齢者の把握
に努めている。10

10

上半期にプレゼンを行
い、1か所立ち上げに繋
がった。今後も民生委
員や自治会の方との意
見交流の場等で、通い
の場が広がるよう啓発
を行っていく。
課題は、興味を持たれ
る方はいるが担い手
（運営）がいない。

通いの場は以前比べたら増
えてきつつあるが、全地域
に均一な場所にあるわけで
はないので、少ない地域で
何とか立ち上げに繋げてい
けたらと思っている。

通いの場への専門職（リハ職等）派遣（派遣
回数と通いの場の人数）

ボランティア等養成及び活動
支援

うち、他圏域との合同開催数

1

２か所の拠点で介護予
防教室を開催している
ため、上半期で既に11
回の実施回数となって
いることは非常に評価
できます。出前講座の
依頼にも対応しておら
れ、さらに教室の新し
い開拓までを検討され
ており、非常に意欲的
に取り組まれておられ
ます。
ただし、男性の参加が
少ないことを課題に感
じておられるため、
テーマの選定等の検討
が必要と思われます。

介護予防教室は、①公
民館、②イズミヤの2か
所を起点に月2回程度は
定期的に開催できてい
る。
他、出前講座という形
で自治会等の「地域」
からの依頼もあり、少
しずつではあるが地域
との連携や基盤強化に
繋がっている。
課題としては、新しい
教室の開拓が必要であ
る。

通いの場に参加したい
という住民が多いが、
その一方でリーダーの
担い手がいないため、
立ち上げができない状
況は市としても課題と
感じております。
現状の通いの場がゆる
やかに長く継続できる
ように、PT派遣や相談
等への対応を引き続き
行ってください。

現在の通いの場を継続
していけるよう測定の
時の関わりに続けて行
こうと思っておりま
す。また、通いの場を
増やしていくために自
治会の集まりに参加さ
せて頂き、交流を図っ
ていきたいと思ってい
ます。
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個別地域ケア会議　延べ件数（実件数）

圏域ケア会議については前
年度に担当医師との連絡会
が行われ、その時の話の中
で予定が合えば先生も出席
医して頂けるというご意見
を頂けたので、調整し圏域
担当医も出席してもらえる
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介護予防教室

介護予防教室は、定期的に
行っており公民館とイズミ
ヤを拠点としている。
定例で行えているが、その
他にも通いの場でも積極的
に予防教室に取り組んでい
きたいと思っている。

出前講座

介護予防教室・出前講座以外の普及啓発活動

うち、他圏域との合同開催数
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うち、他圏域との合同開催数

うち、他圏域との合同開催数
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通いの場の開催支援

1

基本チェックリストは
介護予納教室や通いの
場で実施をされてお
り、事業対象者に該当
する方へのフォローが
十分でないため、来年
度はその点を強化いた

上記のうち総合事業につなげた件数

２月に圏域ケア会議を
開催予定であり、計画
通りの開催できる見込
みである。
個別ケア会議は虐待
ケースを中心に開催を
している、引き続き実

圏域地域ケア会議

うち、他圏域との合同開催数

うち、他圏域との合同開催数

元気はつらつ教室利用者数
（委託）

ネットワーク会議はケ
アマネの集まりで圏域
ケア会議に民生委員、
郵便局、薬局、コー
ディネーター、担当
医、サービス事業所の
方々に集まって頂き、
地域の課題を共有し、
顔の見える関係性作り
を構築し、連絡の取り
やすい関係性作りに努
める。元気はつらつ
は、リハ職同行訪問ま
では、5件繋げているが
元気はつらつの利用に
は繋がっていない。

下半期は虐待案件が複
数あり、それによる対
応が多くあった。下半
期も積極的に役所と連
携し開催していく。

基本チェックリストは
人の集まる機会に実施
し、それを活用押し住
民の心身の状況把握に
努めていく。

ネットワーク会議にお
いては、地域の民生委
員等にも参加していた
だき、地域の課題等を
共有し、関係性の構築
等を含めて開催をされ
ているので、引き続き
開催をお願いしたい。
元気はつらつ教室の利
用実績が０件となって
いるのは、心身状況の
重い方の相談がほとん
どで、該当者がいない
状況であるのは仕方が
ないことである。
しかしながら、周知啓
発に課題を感じておら
れるので、さらに周知
啓発の取組に努めてい
ただきたい。

個別地域ケア会議にお
いては、上半期では１
件、下半期に１件を既
に開催しており、CMが
抱えている困難ケース
等に関して、積極的に
開催し、地域の課題の

基本チェックリスト実施件数

基本チェックリストは様々
な集まりの場において活用
し、フレイル予防に繋げて
いけるよう努めていく。

個別地域ケア会議は、
課題抽出及び政策形成
に繋がるよう、今後も
内容を精査しならが開
催していく。上半期は
「権利擁護」。圏域ケ
ア会議は猛暑が落ち着最近の相談訪問では、
フレイル等の軽度の方
の相談が少なく、重度
の複合的問題を抱えた
ケースの相談が多く、
上半期の実施数は例年
より少ない。今後もフ

基本チェックリストを
様々な場で活用し、高
齢者自身の心身の状況
を把握してもらうツー
ルとして、積極的に活
用いただきたい。

3

4

当該年度活動実績に対する市の講評

事例検討会

前年度の事例検討会は、圏
域のケアマネに浸透してき
ており、数件のケアマネか
ら事例を上げてくれるよう
になってきたし、集まりも
良くなってきた。
今後も参加のケアマネも増
えていき、事例の件数も増
えて圏域ケアマネの交流の
場としても良い関係作りが
できるよう努めていきた
い。

リハ職同行訪問で、元
気はつらつ教室の提案
を受けた５ケースにつ
いて、教室の利用には
いたらない状況である
のは、CMや市民への周
知不足が原因と思われ
るので、圏域での勉強
会等を通して圏域CMに
周知いただく場を来年
度は設定いただきた
い。

研修会（法定外研修含む）

ネットワーク会議（圏域地域ケア会議以外の
医療・関係機関等との意見交換の場など））

当該年度実績

元気はつらつ教室利用者数
（直持ち）

元気はつらつ教室終了後ケアマネジメントB
算定件数（３か月後／６か月後）

当該年度活動内容のまとめと課題

1
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上半期の活動内容のまとめ
と課題

上半期は、圏域居宅事
業所に対して、前年度
にネットワーク会議に
てCMより意見聴取した
内容を研修会のテーマ
として開催。
下半期に圏域居宅事業
所に対してネットワー
ク会議を開催予定。そ
の際に次年度に向け意
見聴取を行う。
課題として、元気はつ
らつ教室に関しては、
新規相談時に啓発を
行っているがケースと
して繋がっていない。
卒業後モニタリングの
方は通いの場に繋がり
現在継続中である。

上半期実績 上半期実績に対する市の講
評

門真市第　2　地域包括支援センター活動計画書、活動報告書（令和６年度版）                                       

圏域内の居宅介護支援事業所数 基準月 直持ちプラン件数 委託プラン件数ケアプラン作成数 委託率（％）

事業の内容
門真市目標値 前年度実績 活動計画

主任介護支援専門員の人数 令和６年3月 22 2349212

介護支援専門員の数 令和７年3月 17 192209

89.6%

資料4ｰ②

元気はつらつ教室の利用を希望されたが、
「行く」「行かない」を繰り返すケースや元
気はつらつ教室の手続き上、元気はつらつ教
室を運営しているリハ職が訪問があり、家に
何度も訪問されることを拒否されたため、結
局元気はつらつの利用にはいたらなかった。

民生委員の集まり等の様々な場で通いの場の重要性を伝え、お手
伝いできる方を募る等の活動をしているが、協力できる方を見つ
けることができていない。
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認知症初期集中支援
チームの発動件数０件
は、認知症で相談につ
ながるケースは生活自
体がままならない状況
にある。初期集中支援
チームの発動を検討す
るよりも、すぐさま支
援が必要なケースが多
い。
認知症カフェに関して
は具体的な立ち上げに
は至っていないが、実
施に向けて検討を重ね
ている。

10

今年度１か所の通いの
場の立ち上げにつな
がったため、来年度は
空白地域での立ち上げ
につながるように、引
き続き第２層SCと協力
いただきたい。

介護者家族交流会に関
しては具体的な立ち上
げには至っていない
が、実施に向けて検討
を重ねている。来年度
は具体的な動きが出る
ように期待をしてい
る。

通いの場が少ない地域で増
やしていくには自治会での
予防教室や出前講座を行
い、そこから通いの場に繋
げていくようにと考えてい
る。

認知症サポーターステップアップ講座

うち、他圏域との合同開催数

ボランティア等養成及び活動
支援

うち、他圏域との合同開催数

1

家族介護予防や認知症
見守り教室は下半期に
中心に開催を予定され
ている。
今年度、第３中学校で
車いす体験等を実施予
定であり、次年度以降
認知症サポータ養成講
座（ジュニア）の開催
につながるようにして
いただきたい。

第三中学校の車椅子」
体験については今年度
実施時校長先生にこち
らの趣旨を伝えておき
ましたので次年度に依
頼があった際には実施
できるよう伝えており
ます。（2/21，3/21
家族介護教室・1/24認
知症見守り開催）

1か所立ち上げに繋がっ
た。課題としては、参
加人数超過の場所もあ
れば、少しずつ参加人
数が減ってきている場
所もある。その個所に
関しては、積極的に新認知症初期集中チーム
については、包括で検
討し、発動に繋げてい
く。
認知症ステップアップ
講座は11月に開催に向
け準備中。
課題として、認知症カ
フェについては圏域内
ではまだ立ち上げてい
ない状態なので立ち上
げの開催支援に努めて
いく。

家族介護教室及び認知
症見守り教室について
は、予防教室及び出前
講座等で定期開催して
いる。下半期も開催予
定。
認知症サポーター養成
講座は9月と10月に開
催。
課題として、認知症サ
ポーター養成講座ジュ
ニアの開催。開催でき
る機会がないか模索
中。

地域包括支援センターが関わりのある通いの
場の数と参加者数

年度内に立ち上げた通いの場数と参加者数

認知症初期集中支援チーム発
動件数

認知症カフェ（立上及び開催
支援）

1 10

うち、他圏域との合同開催数

うち、他圏域との合同開催数
2

新たに１か所通いの場
が立ち上がったことは
非常に評価します。
ただ、圏域内において
通いの場のない空白地
域があるため、SCと協
力して戦略的に自治会

自治会の集まりに参加
し現状を理解して頂き
地域で開催できるよう
努めていきます。

認知症初期集中チームにつ
いては、包括で検討し、発
動に繋げていく。
また、認知症カフェについ
ては圏域内ではまだ立ち上
げていない状態なので立ち
上げの開催支援に努めてい
く。

他圏域の認知症カフェ
を見学等をして、認知
症カフェの立ち上げに
つなげてほしい。
認知症の相談は多い
が、認知症初期集中支
援チームの発動ケース
ではないため、発動に
至っていない状況にあ
る。今後はチームの運
用についてチーム員会
議で検討するため、協
力いただきたい。

今回は認知症」ステッ
プアップ講座は第三地
域包括と協力し合い行
う事が出来た。チーム
員については本来の利
用者対応の業務の中に
含まれた状態で更に他
の課題も多く含まれて
いるためチーム員に繋
がることなく通常業務
の中で日常的に対応し
ている。

休
日
の

対
面
相
談

夜間・休日に対面して相談対応した件数（計
画の記載は不要）

任
意
事
業

出前講座等を含めた普及啓発（家族介護教
室）

認知症見守り教室

出前講座等を含めた普及啓発（認知症見守り
教室）

1 5

認知症サポーター養成講座
(ジュニア)

家族介護教室

認知症サポーター養成講座(一般)

介護者家族交流会(立上及び開
催支援）

介護者家族健康相談

2 10

認
知
症
総
合
支
援
事
業

家族介護教室は少しずつ増
やすことが出来ている。認
知症サポーター養成講座は
計画中である。認知症サ
ポーター養成講座ジュニア
については現在アンテナを
拡げ何とか開催できる機会
はないかと模索中である。

認知症初期集中支援チームの発動を検討したケースはあるが、至急
で対応しないと生命の危機につながることも多く、発動には至って
いない。

体操を中心にしていた通いの場の１か所が体操はせずに、茶話会の
ような場への転換の相談を受けており、認知症カフェにつながるよ
うに認知症をテーマにした講座の開催等を打診している。

家族介護教室終了後に少し話をする場の設定を検討しており、ゆく
ゆくは介護者家族交流会の立ち上げにつながるように支援をする。

車いす体験等を実施した中学校に認知症サポータ養成講座（ジュ
ニア）を開催出来ないかと打診等をしている。

門真市:
認知症の方も地域住民の方も参加しているゆめ伴プロジェクトの活
動（折り鶴ステーション）に関わる際には、地域住民に認知症の方
に関わる際の注意点などをお伝えしている。


